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我が国は世界に先駆け、焼却等中間処理を取り入
れ、残渣を埋立処分することを廃棄物管理の基本と
してきた。このため我が国の最終処分場は焼却残渣
や不燃破砕残渣等、無機物中心の埋立地となってお
り、国際的にも特異な最終処分場である。しかし、一
方では高塩類問題をはじめとして、様々な課題も有し
ている。このような中で著者は我が国の最終処分技
術の変遷を整理したうえで、我が国の最終処分場が
抱える様々な課題を整理し、これらの課題に対して、
長年にわたる実証研究とフィールド応用により、その
対策技術を開発、提案してきた。本書はこれらを判り
やすくまとめた本である。特筆すべき点は、埋立ごみ
質の概念を強調していることと、最終処分の立場か
ら上流側プロセスの焼却排ガス処理や飛灰安定化技

術に対する改善提案を行い、中間処理から最終処分
まで統合管理する必要性を提案していることである。
これは、これからの我が国の廃棄物管理を考える上
で大いに評価できる提案である。さらに国際的にもこ
れから焼却等中間処理に移行する国にとって、全量埋
立から中間処理導入プロセス、中間処理導入後につ
いての埋立管理上の留意点についても触れられてお
り、途上国にとっても道標となる書である。本書は最
終処分場に関わる技術者のみならず、焼却をはじめ
とする中間処理に関わる全ての技術者、研究者、学
生にとっても必携の書である。
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